
「売ります」「教えます」「教えて」「仲間求む」などを掲載していきます「売ります」「教えます」「教えて」「仲間求む」などを掲載していきます

掲示板への投稿は？
お電話やメールでお寄せください。営業関係以外は無料
掲示板への投稿は？
お電話やメールでお寄せください。営業関係以外は無料

44

佃・月島地域
住民情報紙

佃・月島地域
住民情報紙

令和3年（2021年）

11月１日
44号

令和3年（2021年）

11月１日
44号

発行：編集人 佃月島新聞制作委員会 佐久間保人
編集室 〒103ｰ0014中央区日本橋蛎殻町1-5-1ｰ3F ㈱ハートベルカンパニー内

電話：050-1746-8579 メール info@tsukutsuki.com HP tsukutsuki.com

発行：編集人 佃月島新聞制作委員会 佐久間保人
編集室 〒103ｰ0014中央区日本橋蛎殻町1-5-1ｰ3F ㈱ハートベルカンパニー内

電話：050-1746-8579 メール info@tsukutsuki.com HP tsukutsuki.com

６
０
年
前
は
佃
島
・
新
佃
島
と
月
島
の
間
に
佃
川
が
あ
っ
た

６
０
年
前
は
佃
島
・
新
佃
島
と
月
島
の
間
に
佃
川
が
あ
っ
た

埋め立られた佃川と無くなった橋 初見橋・新月橋・佃橋埋め立られた佃川と無くなった橋 初見橋・新月橋・佃橋

新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com１１

佃月島新聞広告企業サポーターを紹介します。
毎月PR広告を頂戴しています。
グオン㈱・Cheers㈱・㈱ハートベルカンパニー・ジャスト
リサーチサービス㈱・（一社）ココラボ・㈱グローバルケ
ア・㈱トラソル・㈱東京メンテナンス管理・シルバーウェー
ブケア㈱・㈱ドゥ・ダンク

つくつきLINE公式アカウントを開設

ぜひお友達登録を
お願いいたします。
タイムリーなつくつき

情報を週一回ほど配信しています。会員数230件
10月1日現在。
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毎
号
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
基
礎
講
座
と
し
て
、
わ

か
り
や
す
い
解
説
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
質
問
、
答
え
ら
れ
る
？

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
る

と
、
時
々
「
困
っ
た
」
と
思
う

質
問
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
○
○
は
い
つ
購
入

し
ま
し
た
か
？
」
の
よ
う
な
記

憶
に
頼
る
質
問
。

「
人
の
記
憶
は
あ

て
に
な
ら
な
い
」

と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
意
外
と

覚
え
て
い
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
「
平
均
し

て
月
い
く
ら
位
衣
料
品
を
購
入

し
ま
す
か
？
」
の
よ
う
に
、
月
々

の
変
動
が
大
き
い
も
の
に
つ
い

て
平
均
し
ろ
と
言
わ
れ
る
の
も

結
構
つ
ら
い
で
す
。

質
問
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
答
え
ら
れ
な
い
、
答
え
に
く
い
」

質
問
が
な
い
か
と
い
う
視
点
も

重
要
で
す
。
（
続
）

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス

㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
（
正
社

員
）
募
集
中
で
す
！
未
経
験
者

歓
迎

中
央
区
新
川just-research

.co.jp
03-3553-3737
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昭
和
30
年
代
の
航
空
写
真

佃
月
島
は
江
戸
時
代
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
佃
島
（
元
佃
）
以
外
は

明
治
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
「
月
島
」
は
明
治
25
年
（
１
８

９
２
）
東
京
湾
埋
め
立
て
１
号
地

と
し
て
佃
島
か
ら
先
の
砂
州
が
埋

め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
４
年

後
、
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
に

佃
島
東
側
の
地
先
に
築
か
れ
た
新

佃
島
は
、
東
京
湾
を
臨
む
閑
静
な

立
地
か
ら
別
荘
地
と
し
て
利
用
さ

れ
、
遠
く
房
総
を
見
渡
せ
る
景
勝

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
こ
の
新
佃
島
の
完
成
で
佃
島
と

月
島
の
間
に
佃
川
が
存
在
し
、
大

川
（
隅
田
川
）
と
朝
潮
運
河
が
結

ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
航
空
写
真
を
見
て
み
る
と
、

昭
和
30
年
代
の
佃
月
島
に
は
小
さ
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佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

10
月
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
様
で
す
。

勝
ど
き
藤
倉
様
、
足
立
区
石
澤
様
、

江
東
区
ド
ゥ
ダ
ン
ク
様

現
在
68
件

の
個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
、
11
件
の
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千

円

新
聞
を
郵
送
や
宅
配

な
ど
で
お
届
け
。
法
人
会

員
は
一
口
２
万
円
、
PR
記
事
を
年
一

回
掲
載
。

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ

シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ
イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0
-
4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融

機
関
よ
り
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
コ
ー
ド

9
9
0
0

店
番0

6
8

普
通4

4
9
7
0
4
7

年
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
決
済
サ
ー

ビ
ス
で
簡
単
に
手
続
き

読
者
の
振
込
手
数
料
無
料
。
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佃
・
月
島
に
く
る
野
鳥
の

見
分
け
方

連
載
฀45

「
オ
ナ
ガ
ガ
モ
の
オ
ス
・
メ
ス
」

そ
ろ
そ
ろ
カ
モ
た
ち
が
や
っ

て
く
る
季
節
。
毎
年
一
番
に
く

る
の
が
こ
の
カ
モ
で
す
。
華
や

か
な
方
が
オ
ス
（
右
）
で
、
メ

ス
（
左
）
は
地
味
。
カ
ル
ガ
モ

と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

カ
モ
の
中
で
は
大
型
に
属
し
ま

す
。
日
本
に
い
る
間
に
ペ
ア
を

決
め
、
北
方
へ
渡
っ
て
子
育
て

を
す
る
そ
う
で
す
。
雑
食
で
す

が
、
植
物
食
が
多
め
。
尻
だ
し

ス
タ
イ
ル
で
水
中
の
藻
な
ど
も

食
べ
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
は
佃

二
丁
目
藤
田
さ
ん

執
筆
で
す
。

新
制
作
「
佃
・

月
島
で
見
ら
れ
る

全
野
鳥
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
差
し
上

げ
ま
す
。
編
集
部

ま
で
ど
う
ぞ
。
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「
元
佃
」
の
海
の
玄
関
は
佃
川

佃
川
は
元
佃

の
船
溜
ま
り
に

繋
が
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
佃

堀
で
す
。
佃
川

の
岸
に
は
、
階

段
が
あ
り
、
大

川
（
隅
田
川
）

や
浦
安
方
面
か

ら
の
魚
の
運
搬

の
河
岸
に
使
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
河

岸
に
は
海
苔
干
場
、
漁
業
網
の

干
場
が
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

佃
橋
か
ら
新
月
橋
を
臨
む

右
の
写
真
は
佃
川
に
架
か
る

佃
橋
か
ら
元
佃
を
見
た
も
の
で

す
。
漁
業
用
桟
橋
や
べ
か
船
、

海
苔
が
干
し
て
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
佃
橋
か
ら
新
佃
西
町

を
見
て
み
る
と

景
色
は
一
変
し

て
い
ま
す
。
奥

の
橋
が
新
月
橋

で
左
の
河
岸
は

工
場
が
続
い
て

い
ま
す
。
大
き

な

ダ

ル

マ

船

（
船
幅
が
広
く
喫

水
が
浅
い
平
船
）
も
あ
り
、
こ

ち
ら
で
は
佃
川
が
工
場
の
海
運

に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

佃
橋
か
ら
月
島
を
臨
む

右
下
は
佃
橋
の
佃
側
か
ら
月

島
一
丁
目
方
面
の
写
真
で
す
。
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。
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。

佃
大
橋
の
架
橋
と
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た
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に
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は
、
最
初
に

初
見
橋
ま
で
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
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を
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。
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。
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で
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と
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元
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に
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ま
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ど
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に
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を
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ス
マ
ホ
・
パ
ソ
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ン
勉
強
会

毎
月
第
３
木
曜
日
12
時
半

～
14
時

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー

ム

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催

中
。
ご
参
加
に
は
ご
予
約
が

必
要
で
す
。
「
初
め
て
の
ス
マ

ホ
」
「L

I
N
E

を
使
い
こ
な
す
」

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
い
」

「
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
替
え
た
い
」

な
ど
初
心
者
の
方
に
合
わ
せ

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強

し
て
い
ま
す
。
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・
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・
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・
倶
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』
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12
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11
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18
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料
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鈴木育男さん（らかんスタジオ）提供鈴木育男さん（らかんスタジオ）提供

つ
く
つ
き
新
聞
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
在
、
10
人
の
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

９
５
０
０
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

管
理
組
合
や
自
治
会
の
皆
様
、
ま

た
読
者
の
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
配
布
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
月
、
月
末
の
週
に
取
り
ま
と
め

を
い
た
だ
け
る
方
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
の
で
、
一
週
間
程
で
個
別
配
布

を
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月
島
ホ
ー
ム
ズ
、
月
島
リ
バ
ー
ハ

ウ
ス
、
ク
レ
ス
ト
フ
ォ
ル
ム
月
島
サ

ウ
ス
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
な
ど

商
店
や
飲
食
店
の
皆

様
へ
、
店
頭
に
新
聞
を

配
置
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？

つ
く
つ
き
新
聞
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
在
、
10
人
の
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

９
５
０
０
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

管
理
組
合
や
自
治
会
の
皆
様
、
ま

た
読
者
の
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
配
布
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
月
、
月
末
の
週
に
取
り
ま
と
め

を
い
た
だ
け
る
方
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
の
で
、
一
週
間
程
で
個
別
配
布

を
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月
島
ホ
ー
ム
ズ
、
月
島
リ
バ
ー
ハ

ウ
ス
、
ク
レ
ス
ト
フ
ォ
ル
ム
月
島
サ

ウ
ス
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
な
ど

商
店
や
飲
食
店
の
皆

様
へ
、
店
頭
に
新
聞
を

配
置
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？

京橋図書館蔵京橋図書館蔵

京橋図書館蔵京橋図書館蔵
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好
美
の
幕
末
中
央
区
㉓

東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
で

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江

好
美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

渋
沢
栄
一
シ
リ
ー
ズ

渋
沢
栄
一
の
銅
像
あ
り
！
銀

行
、
証
券
の

話
が
続
い
て

い

ま

す

が

、

渋
沢
さ
ん
の

銅
像
が
常
盤

橋
の
横
の
公
園
に
建
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
江
戸
城
の
常
盤

橋
門
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

日
本
銀
行
を
背
に
し
て
立
っ

て
お
り
、
先
日
お
伝
え
し
た
第

一
国
立
銀
行
の
方
を
見
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
！
日
本
銀

行
は
、
１
８
８
２
年
に
制
定
さ

れ
た
日
本
銀
行
条
例
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
日
本
の
中
央
銀
行
。

明
治
維
新
以
降
、
資
金
調
達

を
不
換
紙
幣
の
発
行
で
行
っ
て

い
た
政
府
で
し
た
が
、
１
８
７

７
年
の
西
南
戦
争
勃
発
に
伴
い

激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

お
こ
り
ま
す
。
１
８
８
２
年
６

月
に
日
本
銀
行
条
例
が
制
定
さ

れ
、
日
本
銀
行
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
国
立
銀
行
頭
取
だ
っ
た

渋
沢
さ
ん
は
、
割
引
手
形
審
査

の
た
め
の
割
引
委
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
渋
沢
栄
一
の
孫
で
あ

る
渋
沢
敬
三
は
、
１
９
４
２
年

に
日
本
銀
行
副
総
裁
、
そ
し
て

１
９
４
４
年
に
第
16
代
日
本
銀

行
総
裁
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

就
任
は
昭
和
19
年
３
月
18
日
で

あ
り
、
戦
前
最
後
の
日
本
銀
行

総
裁
で
あ
っ
た
。

街
角
植
物
観
察
日
記
50

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

「
イ
チ
ョ
ウ
」

イ
チ
ョ
ウ
は
東
京
都
の
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
で
す
が
、
都
内
の
国
道
、

都
道
の
街
路
樹
第
一
位
で
６
２
、

４
７
２
本
も
あ
る
よ
う
で
す
。

街
路
樹
は
本
来
、
イ
チ
ョ
ウ
の

よ
う
に
雌
雄
異
種
の
場
合
、
雄
の

木
を
植
え
る
の
で
す
が
、
生
産
者

の
畑
で
混
在
し
て
し
ま
う
と
、
実

が
成
っ
て
い
る
時
以
外
は
見
分
け

が
つ
か
ず
、
植
樹
後
数
年
経
っ
て

判
る
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
何
故

雌
の
木
が
だ
め
か
と
い
う
と
、
「
結

実
し
た
実
が
落
ち
て
道
路
面
を
汚

す
」
「
タ
イ
ヤ
の
ス
リ
ッ
プ
を
誘
発

し
、
事
故
の
原
因
に
な
る
」
「
熟
し

て
落
下
し
た
実
が
異
臭
を
発
し
近

隣
に
不
快
を
与
え
る
」
と
い
っ
た

不
具
合
が
起
き
る
た
め
で
す
。

10
月
～
11
月
は
銀
杏
拾
い
の
最

適
期
で
江
戸
橋
周
辺
や
、
昭
和
通

り
の
日
曜
日
は
人
も
車
も
交
通
量

が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
ゆ
っ
く
り
と

収
集
を
満
喫
で
き
ま
す
。木

に
よ
っ

て
、
実
の
大

き
さ
が
違
い

ま
す
。
ど
の

通
り
の
ど
の

木
の
実
が
大

き
い
か
比
較

し
な
が
ら
探

す
こ
と
も
楽

し
い
で
す
よ
。
銀
杏
の
果
肉
は
と

て
も
臭
い
の
で
、
拾
っ
た
そ
の
場

で
剥
い
て
、
植
え
込
み
の
中
に
捨

て
て
来
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。
ゴ

ム
手
袋
を
お
忘
れ
な
く
。

中
小
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー

ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の

清
掃
や
機
器
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
改
装
工
事
・
内

装
工
事
な
ど
な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
つ

く
つ
き
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

管
理

中
央
区
日
本
橋

蛎
殻
町

03-3665-0949

並
走
す
る
。
な
か
な
か
周
り
を

気
に
せ
ず
走
れ
る
場
所
は
な
い

の
だ
が
、
早
朝
の
皇
居
お
濠
周

り
の
歩
道
は
誰
も
い
な
い
。

彼
に
は
体
内
時
計
が
あ
る
。

家
の
中
で
自
由
に
動
き
回
れ
る

よ
う
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
が
、

朝
５
時
ち
ょ
う
ど
に
私
の
寝
て

い
る
横
に
来
る
。
こ
れ
は
先
代

も
そ
う
だ
っ
た
。
そ
の
無
言
の

圧
が
眠
気
を
覚
ま
し
す
ぐ
に
支

度
を
し
て
自
転
車
で
散
歩
へ
。

今
月
中
旬
に
２
回
目
の
日
本

犬
展
覧
会
が
あ
る
の
で
（
10
月

17
日
）
夕
方
の
散
歩
時
に
は
、

長
い
リ
ー
ド
で
は
な
く
春
の
展

覧
会
で
暴
れ
た
短
い
縄
リ
ー
ド

を
着
け
て
落
ち
着
い
て
歩
く
練

習
を
し
て
い
る
。
今
回
は
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
。

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト
ベ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー

03-6661-
2828

hbc22.com

ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

中
央
区
で
外
国
人
向
け
の
マ
ン
ス

リ
ー
ハ
ウ
ス
と
不
動
産
業
を
営
む
ハ
ー

ト
ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
コ
ラ
ム
で
す
。

二
代
目
会
社
犬

紀
州
犬

ハ
ク

ハ
ク
リ
ュ
ウ
は
先
日
１
歳
に
な
っ

た
。
体
格
は
既
に
先
代
の
成
犬
時
を

凌
ぐ
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
何
と
い
う
か

全
体
的
に
硬
い
印
象
だ
。

よ
う
や
く
全
力
疾
走
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
は
き
た
が
こ
ち
ら
か
ら

仕
掛
け
て
も
全
力
で
は
走
ら
ず
流
す

だ
け
。
何
か
し
ら
の
理
由
で
自
分
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た

瞬
間
に
思
い
切
り
走

り
出
す
。
今
は
あ
ま

り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ

ず
彼
の
体
力
づ
く
り

の
為
、
そ
の
気
持
ち

を
尊
重
し
て
自
転
車

を
６
段
に
切
り
替
え

て
全
力
で
ペ
ダ
ル
を

漕
ぎ
追
い
つ
き
横
に

な
い
場
合
で
も
、
周
り
の
人
に

迷
惑
を
か
け
ず
に
葬
儀
や
納
骨

な
ど
を
ご
希
望
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
実
現
で
き
ま
す
。
「
話
し

を
聞
き
た
い
！
」
「
具
体
的
な

相
談
を
し
た
い
！
」
方
は
ト
ラ

ソ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
1
2
0
-
3
4
2
-
8
8
8

担
当
：
武
本

ト
ラ
ソ
ル

で
は
お
役
に

立
て
る
相
続

情
報
を
発
信

中
で
す
。
ト

ラ
ソ
ルL

I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
ぜ
ひ
ご
登
録
を
！
お
得
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
情
報
も
満
載
で
す
！

㈱
ト
ラ
ソ
ル
は
札
幌
営
業
所

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

相
続
支
援
事
業
拡
大
に
伴
い
、

北
海
道
札
幌
市
に
営
業
所
を
開

設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
号
特
集
予
告

書
評
募
集

「
佃
月
島
本
を
読
む
」

佃
月
島
を
取
り
上
げ
た
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
、
コ
ミ
ッ
ク
、
写
真
集

な
ど
が
多
く
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
の
方
の
お
す
す
め
本
と
そ
の

書
評
を
２
０
０
文
字
で
ご
紹
介
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
先
日
、
浅
田
次
郎
「
月

島
慕
情
」
（
文
春
文
庫
）
を
涙
し
な

が
ら
読
ん
だ
江
東
区
の
吉
田
尚
さ

ん
の
書
評
で
す
。

下
町
か
ら
路
地
と
長
屋
が
消
え

た

永
年
中
央
区
に
暮
ら
し
て
い

て
痛
切
に
感
じ
る

黒
塀
や
三
味

線
の
音
が
聞
こ
え
た

こ
の
月
島

慕
情
は
明
治
か
ら
大
正
に
生
き
た

男
と
女
の
物
語

で
あ
る

筋
も

ん
と
苦
界
に
い

き
る
女
の
矜
持

に
涙
が
出
る

川
の
流
れ
と
橋

は
か
わ
ら
な
い

男
と
所
帯
を

持
つ
は
ず
の
月
島
で

女
が
見

つ
け
た
真
実
は

思
わ
ず
浅
田

ワ
ー
ル
ド
に
引
き
込
ま
れ
る

男
と
女
の
物
語
に
書
評
を
か
け

な
ど
は
野
暮
で
ご
ざ
ら
ぬ
か

佃
月
島
に
江
戸
の
名
残
の
香

り
あ
り

尚

こ
ん
な
感
じ
で
「
佃
月
島
本
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

企
画
に
は
「
月
島
図
書
館
」
、
西

仲
通
り
「
相
田
書
店
」
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

相
続
な
ん
で
も
相
談

㈱
ト
ラ
ソ
ル

ご
存
知
で
す
か
？

死
後
事
務
委
任
契
約

亡
く
な
っ
た
後
に
発
生
す
る

事
務
的
な
手
続
き
（
死
後
事
務
）

の
執
行
を
、
信
頼
で
き
る
第
三

者
に
依
頼
す
る
た
め
の
仕
組
み

が
死
後
事
務
委
任
契
約
で
す
。

対
象
と
な
る
事
務
手
続
き
は
、

市
区
町
村
へ
の
死
亡
届
提
出
、

親
族
や
知
人
へ
の
連
絡
、
葬
儀

や
埋
葬
の
手
配
、
不
動
産
会
社

や
ガ
ス
会
社
等
へ
の
解
約
連
絡

な
ど
幅
広
く
存
在
し
ま
す
。

当
社
の
よ
う
に
専
門

的
な
知
見
を
持
つ
第

三
者
と
生
前
に
あ
ら

か
じ
め
契
約
を
し
て

お
く
こ
と
で
、
頼
れ

る
家
族
や
親
族
が
い

す
。
す
べ
て
手
作
り
の
コ
ロ
ッ
ケ

パ
ン
、
ミ
ッ
ク
ス
サ
ン
ド
、
焼
き

そ
ば
パ
ン
な
ど
、
総
菜
パ
ン
が
何

種
類
も
あ
り
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な

い
味
で
す
。
近
隣
の
学
校
給
食
に

搬
入
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
、
み
ん
な
、
こ
の
店
の
パ
ン
を

食
べ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
店
主
は
気
さ
く
で
や
さ
し
い

お
じ
さ
ん
で
、
２
～
３
個
し
か
買

わ
な
く
て
も
、
お
ま
け
で
ケ
ー
キ

ア
ン
ド
ー
ナ
ツ
を
も
ら
え
る
の
が

う
れ
し
か
っ
た
な
あ
。
お
じ
さ
ん

の
年
齢
を
聞
い
て
び
っ
く
り…

80

歳
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
そ
う
で

す
。
い
つ
ま
で
も
、
今
の
ま
ま
の

店
で
、
お
じ
さ

ん
に
ニ
コ
ニ
コ

と
迎
え
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ

て
し
ま
う
お
店

で
す
。
み
ち
こ

「
月
島
三
丁
目
の
夕
日
」
②

再
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
西

仲
通
り
四
番
街
の
風
景
を
残
し
て

い
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
読
者

記
者
「
み
ち
こ
」
さ
ん
と
HP
で
は

「
タ
カ
シ
」
さ
ん
が
連
載
し
て
行

き
ま
す
。
赤
い
看
板
の
こ
の
画
像

は
３
年
前
で
す
。

月
島
三
丁
目
、

西
仲
通
り
四
番

街
を
隅
田
川
方

面
に
曲
が
り
、

す
ぐ
左
側
に
あ

る
の
が
「
イ
ト

パ
ン
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
「
み
な
み
屋
」
さ
ん
で

す
。
以
前
は
勝
ど
き
で
親
戚
の
人

が
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
戦

争
で
被
害
に
あ
い
、
現
在
の
地
に

移
転
、
そ
の
後
、
現
在
の
店
主
で

あ
る
赤
羽
さ
ん
が
引
継
ぎ
、
70
年

以
上
続
い
て
い
る
「
パ
ン
屋
」
で

一
番
古
い
町
佃
一
丁
目

に
新
し
い
カ
フ
ェ
開
店

佃
一
丁
目
で
つ
く
つ

き
新
聞
の
配
布
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
い
る
Ｓ
さ
ん

か
ら
の
情
報
で
す
。
早

速
お
近
く
に
お
住
い
の

読
者
記
者
の
ア
ツ
コ
さ

ん
に
取
材
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

美
食

腸
食

b
r
i
l
l
a
n
t

(

ブ
リ
オ
ン)

中
央
区

佃
１-

２-

１

℡
６
２

０
４-

９
４

４
９

住

吉

神

社

、

一
の

鳥
居

の
前
で
す
。

麹
な

ど
の

発
酵

食
品

を
使
っ
た
和
モ
ダ
ン
の

素
敵
な
カ
フ
ェ
で
す
。

取
材
レ
ポ
ー
ト
と
詳
細

は
つ
く
つ
き

HP
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川
燕
也
さ
ん

昨
年
６
月
に
開
催
し
た
「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」
に
ご
出
演
い

た
だ
き
、
大
好
評
だ
っ
た
「
大

江
戸
玉
す
だ
れ
家
元
」
佃
島

小
学
校
卒
業
の
佃
川
燕
也
さ

ん
の
公
演
が
、
月
島
社
会
教

育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。今

回

は
版
画

の
世
界

を
見
立

て
た
、
落
語
と

踊
り
と
玉
す
だ

れ
を
上
演
い
た

し
ま
す
。
詳
し

く
は
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

心
に
残
る
、
未
来
に
残
し
た
い

記
憶
『
佃
島
・
月
島
百
景
』
ビ

デ
オ
上
映
会
と
講
演
会

佃
島
・
月
島
に
長
く

お
住
い
の
方
々
に
お
聞

き
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
や
現
代
の
風
景
な

ど
の
映
像
と
、
「
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
生

活
史
の
口
述
記
録
）
」

に
つ
い
て
芝
浦
工
業
大

学
の
志
村
秀
明
教
授
の

講
演
会
で
す
。

【
第
１
部
】
10
時
～
12
時
頃

佃
島
・
月
島
ビ
デ
オ
上
映
会

【
第
２
部
】
13
時
～
16
時

講
演
会
「
ま
ち
づ
く
り
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
地
域
雑

誌
」
（
芝
浦
工
業
大
学

志
村

秀
明
教
授
）
佃
島
・
月
島
ビ

デ
オ
上
映
会

場
所

月
島
区

民
館

事
前
申

し
込
み
が
必
要
。

詳
細
は
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
月
島
三
丁
目
の
夕
日]

読
者
の
お
気
に
入
り
店
募
集

58
階
建
て
の
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
再
開
発
が
予
定
さ
れ
て

い
る
四
之
部
西
仲
通
り
の
一

角
で
す
。
今
回
は
「
み
な
み

屋
」
さ
ん
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り

の
お
店
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
町
の
思
い
出
や
取

材
投
稿
も
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
編
集
長
の
お
気
に
入
り

は
今
は
閉
店
し
て
し
ま
っ
た

「
味
久
」
で
す
。
ご
主
人
の

ナ
カ
マ
さ
ん
は
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。
懐
か

し
い
店
内
の

画
像
で
す
。

昼
か
ら
飲
め

る
の
も
お
気

に
入
り
の
理

由
で
し
た
。

持
ち
ま
し
た
。
式
の
前
に
義
父
が

急
逝
し
、
仕
立
屋
か
ら
プ
ラ
モ
デ

ル
サ
ニ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
婆
ち
ゃ

ん
が
店
番
、
私
は
区
役
所
勤
務
、

大
勢
の
子
ど
も
さ
ん
の
応
援
で
、

月
島
少
年

西
仲
通
り
プ
ラ
モ
店

サ
ニ
ー
の
思
い
出
②

９
月
号
特
集
の
藤
倉
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
取
材
で
石
澤
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
北
千

住
に
お
住
い
で
す
が
、
昔
は
西

仲
通
り
二
之
部
で
プ
ラ
モ
デ
ル

店
「
サ
ニ
ー
」
を
経
営
な
さ
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

話
を
少
年
時
代
を
月
島
で
過
ご

し
た
40
～
50
代
の
男
性
に
話
し

ま
し
た
。
「
月
島
の
男
の
子
な
ら

必
ず
知
っ
て
い
ま
す
。
仕
立
屋

宮
崎
さ
ん
が
模
型
屋
に
な
っ
た
」

石
澤
さ
ん
の
お
便
り
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
縁

あ
っ
て
仕
立
屋
の
娘
と
所
帯
を

商
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
四
駆
、
ガ
ン
ダ
ム
と
ブ
ー

ム
が
あ
り
、
皆
さ
ん
に
地
域
で

育
て
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

訳
で
サ
ニ
ー
に
来
ら
れ
た
方
が
、

現
在
社
会
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
、

サ
ニ
ー
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ

る
こ
と
だ
け
で
感
激
で
す
。

婆
ち
ゃ
ん
と
か
み
さ
ん
は
既

に
他
界
し
、
子
ど
も
は
三
人
独

立
し
、
孫
は
七
人
、
私
は
再
開

発
で
月
島
か
ら
千
住
に
移
転
。

現
在
、
一
人
暮
ら
し
気
楽
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
」

石
澤
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
で
す
か
今

度
同
窓
会
を
し
ま
し
ょ
う
か
？
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好
美
の
幕
末
中
央
区
㉓

東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
で

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江

好
美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

渋
沢
栄
一
シ
リ
ー
ズ

渋
沢
栄
一
の
銅
像
あ
り
！
銀

行
、
証
券
の

話
が
続
い
て

い

ま

す

が

、

渋
沢
さ
ん
の

銅
像
が
常
盤

橋
の
横
の
公
園
に
建
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
江
戸
城
の
常
盤

橋
門
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

日
本
銀
行
を
背
に
し
て
立
っ

て
お
り
、
先
日
お
伝
え
し
た
第

一
国
立
銀
行
の
方
を
見
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
！
日
本
銀

行
は
、
１
８
８
２
年
に
制
定
さ

れ
た
日
本
銀
行
条
例
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
日
本
の
中
央
銀
行
。

明
治
維
新
以
降
、
資
金
調
達

を
不
換
紙
幣
の
発
行
で
行
っ
て

い
た
政
府
で
し
た
が
、
１
８
７

７
年
の
西
南
戦
争
勃
発
に
伴
い

激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

お
こ
り
ま
す
。
１
８
８
２
年
６

月
に
日
本
銀
行
条
例
が
制
定
さ

れ
、
日
本
銀
行
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
国
立
銀
行
頭
取
だ
っ
た

渋
沢
さ
ん
は
、
割
引
手
形
審
査

の
た
め
の
割
引
委
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
渋
沢
栄
一
の
孫
で
あ

る
渋
沢
敬
三
は
、
１
９
４
２
年

に
日
本
銀
行
副
総
裁
、
そ
し
て

１
９
４
４
年
に
第
16
代
日
本
銀

行
総
裁
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

就
任
は
昭
和
19
年
３
月
18
日
で

あ
り
、
戦
前
最
後
の
日
本
銀
行

総
裁
で
あ
っ
た
。

街
角
植
物
観
察
日
記
50

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

「
イ
チ
ョ
ウ
」

イ
チ
ョ
ウ
は
東
京
都
の
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
で
す
が
、
都
内
の
国
道
、

都
道
の
街
路
樹
第
一
位
で
６
２
、

４
７
２
本
も
あ
る
よ
う
で
す
。

街
路
樹
は
本
来
、
イ
チ
ョ
ウ
の

よ
う
に
雌
雄
異
種
の
場
合
、
雄
の

木
を
植
え
る
の
で
す
が
、
生
産
者

の
畑
で
混
在
し
て
し
ま
う
と
、
実

が
成
っ
て
い
る
時
以
外
は
見
分
け

が
つ
か
ず
、
植
樹
後
数
年
経
っ
て

判
る
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
何
故

雌
の
木
が
だ
め
か
と
い
う
と
、
「
結

実
し
た
実
が
落
ち
て
道
路
面
を
汚

す
」
「
タ
イ
ヤ
の
ス
リ
ッ
プ
を
誘
発

し
、
事
故
の
原
因
に
な
る
」
「
熟
し

て
落
下
し
た
実
が
異
臭
を
発
し
近

隣
に
不
快
を
与
え
る
」
と
い
っ
た

不
具
合
が
起
き
る
た
め
で
す
。

10
月
～
11
月
は
銀
杏
拾
い
の
最

適
期
で
江
戸
橋
周
辺
や
、
昭
和
通

り
の
日
曜
日
は
人
も
車
も
交
通
量

が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
ゆ
っ
く
り
と

収
集
を
満
喫
で
き
ま
す
。木

に
よ
っ

て
、
実
の
大

き
さ
が
違
い

ま
す
。
ど
の

通
り
の
ど
の

木
の
実
が
大

き
い
か
比
較

し
な
が
ら
探

す
こ
と
も
楽

し
い
で
す
よ
。
銀
杏
の
果
肉
は
と

て
も
臭
い
の
で
、
拾
っ
た
そ
の
場

で
剥
い
て
、
植
え
込
み
の
中
に
捨

て
て
来
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。
ゴ

ム
手
袋
を
お
忘
れ
な
く
。

中
小
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー

ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の

清
掃
や
機
器
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
改
装
工
事
・
内

装
工
事
な
ど
な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
つ

く
つ
き
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

管
理

中
央
区
日
本
橋

蛎
殻
町

03-3665-0949

並
走
す
る
。
な
か
な
か
周
り
を

気
に
せ
ず
走
れ
る
場
所
は
な
い

の
だ
が
、
早
朝
の
皇
居
お
濠
周

り
の
歩
道
は
誰
も
い
な
い
。

彼
に
は
体
内
時
計
が
あ
る
。

家
の
中
で
自
由
に
動
き
回
れ
る

よ
う
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
が
、

朝
５
時
ち
ょ
う
ど
に
私
の
寝
て

い
る
横
に
来
る
。
こ
れ
は
先
代

も
そ
う
だ
っ
た
。
そ
の
無
言
の

圧
が
眠
気
を
覚
ま
し
す
ぐ
に
支

度
を
し
て
自
転
車
で
散
歩
へ
。

今
月
中
旬
に
２
回
目
の
日
本

犬
展
覧
会
が
あ
る
の
で
（
10
月

17
日
）
夕
方
の
散
歩
時
に
は
、

長
い
リ
ー
ド
で
は
な
く
春
の
展

覧
会
で
暴
れ
た
短
い
縄
リ
ー
ド

を
着
け
て
落
ち
着
い
て
歩
く
練

習
を
し
て
い
る
。
今
回
は
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
。

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト
ベ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー

03-6661-
2828

hbc22.com
ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

中
央
区
で
外
国
人
向
け
の
マ
ン
ス

リ
ー
ハ
ウ
ス
と
不
動
産
業
を
営
む
ハ
ー

ト
ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
コ
ラ
ム
で
す
。

二
代
目
会
社
犬

紀
州
犬

ハ
ク

ハ
ク
リ
ュ
ウ
は
先
日
１
歳
に
な
っ

た
。
体
格
は
既
に
先
代
の
成
犬
時
を

凌
ぐ
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
何
と
い
う
か

全
体
的
に
硬
い
印
象
だ
。

よ
う
や
く
全
力
疾
走
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
は
き
た
が
こ
ち
ら
か
ら

仕
掛
け
て
も
全
力
で
は
走
ら
ず
流
す

だ
け
。
何
か
し
ら
の
理
由
で
自
分
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た

瞬
間
に
思
い
切
り
走

り
出
す
。
今
は
あ
ま

り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ

ず
彼
の
体
力
づ
く
り

の
為
、
そ
の
気
持
ち

を
尊
重
し
て
自
転
車

を
６
段
に
切
り
替
え

て
全
力
で
ペ
ダ
ル
を

漕
ぎ
追
い
つ
き
横
に

な
い
場
合
で
も
、
周
り
の
人
に

迷
惑
を
か
け
ず
に
葬
儀
や
納
骨

な
ど
を
ご
希
望
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
実
現
で
き
ま
す
。
「
話
し

を
聞
き
た
い
！
」
「
具
体
的
な

相
談
を
し
た
い
！
」
方
は
ト
ラ

ソ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
1
2
0
-
3
4
2
-
8
8
8

担
当
：
武
本

ト
ラ
ソ
ル

で
は
お
役
に

立
て
る
相
続

情
報
を
発
信

中
で
す
。
ト

ラ
ソ
ルL

I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
ぜ
ひ
ご
登
録
を
！
お
得
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
情
報
も
満
載
で
す
！

㈱
ト
ラ
ソ
ル
は
札
幌
営
業
所

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

相
続
支
援
事
業
拡
大
に
伴
い
、

北
海
道
札
幌
市
に
営
業
所
を
開

設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
号
特
集
予
告

書
評
募
集

「
佃
月
島
本
を
読
む
」

佃
月
島
を
取
り
上
げ
た
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
、
コ
ミ
ッ
ク
、
写
真
集

な
ど
が
多
く
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
の
方
の
お
す
す
め
本
と
そ
の

書
評
を
２
０
０
文
字
で
ご
紹
介
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
先
日
、
浅
田
次
郎
「
月

島
慕
情
」
（
文
春
文
庫
）
を
涙
し
な

が
ら
読
ん
だ
江
東
区
の
吉
田
尚
さ

ん
の
書
評
で
す
。

下
町
か
ら
路
地
と
長
屋
が
消
え

た

永
年
中
央
区
に
暮
ら
し
て
い

て
痛
切
に
感
じ
る

黒
塀
や
三
味

線
の
音
が
聞
こ
え
た

こ
の
月
島

慕
情
は
明
治
か
ら
大
正
に
生
き
た

男
と
女
の
物
語

で
あ
る

筋
も

ん
と
苦
界
に
い

き
る
女
の
矜
持

に
涙
が
出
る

川
の
流
れ
と
橋

は
か
わ
ら
な
い

男
と
所
帯
を

持
つ
は
ず
の
月
島
で

女
が
見

つ
け
た
真
実
は

思
わ
ず
浅
田

ワ
ー
ル
ド
に
引
き
込
ま
れ
る

男
と
女
の
物
語
に
書
評
を
か
け

な
ど
は
野
暮
で
ご
ざ
ら
ぬ
か

佃
月
島
に
江
戸
の
名
残
の
香

り
あ
り

尚

こ
ん
な
感
じ
で
「
佃
月
島
本
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

企
画
に
は
「
月
島
図
書
館
」
、
西

仲
通
り
「
相
田
書
店
」
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

相
続
な
ん
で
も
相
談

㈱
ト
ラ
ソ
ル

ご
存
知
で
す
か
？

死
後
事
務
委
任
契
約

亡
く
な
っ
た
後
に
発
生
す
る

事
務
的
な
手
続
き
（
死
後
事
務
）

の
執
行
を
、
信
頼
で
き
る
第
三

者
に
依
頼
す
る
た
め
の
仕
組
み

が
死
後
事
務
委
任
契
約
で
す
。

対
象
と
な
る
事
務
手
続
き
は
、

市
区
町
村
へ
の
死
亡
届
提
出
、

親
族
や
知
人
へ
の
連
絡
、
葬
儀

や
埋
葬
の
手
配
、
不
動
産
会
社

や
ガ
ス
会
社
等
へ
の
解
約
連
絡

な
ど
幅
広
く
存
在
し
ま
す
。

当
社
の
よ
う
に
専
門

的
な
知
見
を
持
つ
第

三
者
と
生
前
に
あ
ら

か
じ
め
契
約
を
し
て

お
く
こ
と
で
、
頼
れ

る
家
族
や
親
族
が
い

す
。
す
べ
て
手
作
り
の
コ
ロ
ッ
ケ

パ
ン
、
ミ
ッ
ク
ス
サ
ン
ド
、
焼
き

そ
ば
パ
ン
な
ど
、
総
菜
パ
ン
が
何

種
類
も
あ
り
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な

い
味
で
す
。
近
隣
の
学
校
給
食
に

搬
入
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
、
み
ん
な
、
こ
の
店
の
パ
ン
を

食
べ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
店
主
は
気
さ
く
で
や
さ
し
い

お
じ
さ
ん
で
、
２
～
３
個
し
か
買

わ
な
く
て
も
、
お
ま
け
で
ケ
ー
キ

ア
ン
ド
ー
ナ
ツ
を
も
ら
え
る
の
が

う
れ
し
か
っ
た
な
あ
。
お
じ
さ
ん

の
年
齢
を
聞
い
て
び
っ
く
り…

80

歳
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
そ
う
で

す
。
い
つ
ま
で
も
、
今
の
ま
ま
の

店
で
、
お
じ
さ

ん
に
ニ
コ
ニ
コ

と
迎
え
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ

て
し
ま
う
お
店

で
す
。
み
ち
こ

「
月
島
三
丁
目
の
夕
日
」
②

再
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
西

仲
通
り
四
番
街
の
風
景
を
残
し
て

い
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
読
者

記
者
「
み
ち
こ
」
さ
ん
と
HP
で
は

「
タ
カ
シ
」
さ
ん
が
連
載
し
て
行

き
ま
す
。
赤
い
看
板
の
こ
の
画
像

は
３
年
前
で
す
。

月
島
三
丁
目
、

西
仲
通
り
四
番

街
を
隅
田
川
方

面
に
曲
が
り
、

す
ぐ
左
側
に
あ

る
の
が
「
イ
ト

パ
ン
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
「
み
な
み
屋
」
さ
ん
で

す
。
以
前
は
勝
ど
き
で
親
戚
の
人

が
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
戦

争
で
被
害
に
あ
い
、
現
在
の
地
に

移
転
、
そ
の
後
、
現
在
の
店
主
で

あ
る
赤
羽
さ
ん
が
引
継
ぎ
、
70
年

以
上
続
い
て
い
る
「
パ
ン
屋
」
で

一
番
古
い
町
佃
一
丁
目

に
新
し
い
カ
フ
ェ
開
店

佃
一
丁
目
で
つ
く
つ

き
新
聞
の
配
布
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
い
る
Ｓ
さ
ん

か
ら
の
情
報
で
す
。
早

速
お
近
く
に
お
住
い
の

読
者
記
者
の
ア
ツ
コ
さ

ん
に
取
材
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

美
食

腸
食

b
r
i
l
l
a
n
t

(

ブ
リ
オ
ン)

中
央
区

佃
１-

２-

１

℡
６
２

０
４-

９
４

４
９

住

吉

神

社

、

一
の

鳥
居

の
前
で
す
。

麹
な

ど
の

発
酵

食
品

を
使
っ
た
和
モ
ダ
ン
の

素
敵
な
カ
フ
ェ
で
す
。

取
材
レ
ポ
ー
ト
と
詳
細

は
つ
く
つ
き

HP
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
江
戸
玉
す
だ
れ

佃
川
燕
也
さ
ん

昨
年
６
月
に
開
催
し
た
「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」
に
ご
出
演
い

た
だ
き
、
大
好
評
だ
っ
た
「
大

江
戸
玉
す
だ
れ
家
元
」
佃
島

小
学
校
卒
業
の
佃
川
燕
也
さ

ん
の
公
演
が
、
月
島
社
会
教

育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。今

回

は
版
画

の
世
界

を
見
立

て
た
、
落
語
と

踊
り
と
玉
す
だ

れ
を
上
演
い
た

し
ま
す
。
詳
し

く
は
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

心
に
残
る
、
未
来
に
残
し
た
い

記
憶
『
佃
島
・
月
島
百
景
』
ビ

デ
オ
上
映
会
と
講
演
会

佃
島
・
月
島
に
長
く

お
住
い
の
方
々
に
お
聞

き
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
や
現
代
の
風
景
な

ど
の
映
像
と
、
「
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
生

活
史
の
口
述
記
録
）
」

に
つ
い
て
芝
浦
工
業
大

学
の
志
村
秀
明
教
授
の

講
演
会
で
す
。

【
第
１
部
】
10
時
～
12
時
頃

佃
島
・
月
島
ビ
デ
オ
上
映
会

【
第
２
部
】
13
時
～
16
時

講
演
会
「
ま
ち
づ
く
り
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
地
域
雑

誌
」
（
芝
浦
工
業
大
学

志
村

秀
明
教
授
）
佃
島
・
月
島
ビ

デ
オ
上
映
会

場
所

月
島
区

民
館

事
前
申

し
込
み
が
必
要
。

詳
細
は
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
月
島
三
丁
目
の
夕
日]

読
者
の
お
気
に
入
り
店
募
集

58
階
建
て
の
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
再
開
発
が
予
定
さ
れ
て

い
る
四
之
部
西
仲
通
り
の
一

角
で
す
。
今
回
は
「
み
な
み

屋
」
さ
ん
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り

の
お
店
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
町
の
思
い
出
や
取

材
投
稿
も
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
編
集
長
の
お
気
に
入
り

は
今
は
閉
店
し
て
し
ま
っ
た

「
味
久
」
で
す
。
ご
主
人
の

ナ
カ
マ
さ
ん
は
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。
懐
か

し
い
店
内
の

画
像
で
す
。

昼
か
ら
飲
め

る
の
も
お
気

に
入
り
の
理

由
で
し
た
。

持
ち
ま
し
た
。
式
の
前
に
義
父
が

急
逝
し
、
仕
立
屋
か
ら
プ
ラ
モ
デ

ル
サ
ニ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
婆
ち
ゃ

ん
が
店
番
、
私
は
区
役
所
勤
務
、

大
勢
の
子
ど
も
さ
ん
の
応
援
で
、

月
島
少
年

西
仲
通
り
プ
ラ
モ
店

サ
ニ
ー
の
思
い
出
②

９
月
号
特
集
の
藤
倉
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
取
材
で
石
澤
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
北
千

住
に
お
住
い
で
す
が
、
昔
は
西

仲
通
り
二
之
部
で
プ
ラ
モ
デ
ル

店
「
サ
ニ
ー
」
を
経
営
な
さ
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

話
を
少
年
時
代
を
月
島
で
過
ご

し
た
40
～
50
代
の
男
性
に
話
し

ま
し
た
。
「
月
島
の
男
の
子
な
ら

必
ず
知
っ
て
い
ま
す
。
仕
立
屋

宮
崎
さ
ん
が
模
型
屋
に
な
っ
た
」

石
澤
さ
ん
の
お
便
り
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
縁

あ
っ
て
仕
立
屋
の
娘
と
所
帯
を

商
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
四
駆
、
ガ
ン
ダ
ム
と
ブ
ー

ム
が
あ
り
、
皆
さ
ん
に
地
域
で

育
て
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

訳
で
サ
ニ
ー
に
来
ら
れ
た
方
が
、

現
在
社
会
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
、

サ
ニ
ー
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ

る
こ
と
だ
け
で
感
激
で
す
。

婆
ち
ゃ
ん
と
か
み
さ
ん
は
既

に
他
界
し
、
子
ど
も
は
三
人
独

立
し
、
孫
は
七
人
、
私
は
再
開

発
で
月
島
か
ら
千
住
に
移
転
。

現
在
、
一
人
暮
ら
し
気
楽
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
」

石
澤
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
で
す
か
今

度
同
窓
会
を
し
ま
し
ょ
う
か
？
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佃月島新聞広告企業サポーターを紹介します。
毎月PR広告を頂戴しています。
グオン㈱・Cheers㈱・㈱ハートベルカンパニー・ジャスト
リサーチサービス㈱・（一社）ココラボ・㈱グローバルケ
ア・㈱トラソル・㈱東京メンテナンス管理・シルバーウェー
ブケア㈱・㈱ドゥ・ダンク

つくつきLINE公式アカウントを開設

ぜひお友達登録を
お願いいたします。
タイムリーなつくつき

情報を週一回ほど配信しています。会員数230件
10月1日現在。
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毎
号
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
基
礎
講
座
と
し
て
、
わ

か
り
や
す
い
解
説
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
質
問
、
答
え
ら
れ
る
？

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
る

と
、
時
々
「
困
っ
た
」
と
思
う

質
問
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
○
○
は
い
つ
購
入

し
ま
し
た
か
？
」
の
よ
う
な
記

憶
に
頼
る
質
問
。

「
人
の
記
憶
は
あ

て
に
な
ら
な
い
」

と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
意
外
と

覚
え
て
い
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
「
平
均
し

て
月
い
く
ら
位
衣
料
品
を
購
入

し
ま
す
か
？
」
の
よ
う
に
、
月
々

の
変
動
が
大
き
い
も
の
に
つ
い

て
平
均
し
ろ
と
言
わ
れ
る
の
も

結
構
つ
ら
い
で
す
。

質
問
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
答
え
ら
れ
な
い
、
答
え
に
く
い
」

質
問
が
な
い
か
と
い
う
視
点
も

重
要
で
す
。
（
続
）

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス

㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
（
正
社

員
）
募
集
中
で
す
！
未
経
験
者

歓
迎

中
央
区
新
川just-research

.co.jp
03-3553-3737
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昭
和
30
年
代
の
航
空
写
真

佃
月
島
は
江
戸
時
代
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
佃
島
（
元
佃
）
以
外
は

明
治
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
「
月
島
」
は
明
治
25
年
（
１
８

９
２
）
東
京
湾
埋
め
立
て
１
号
地

と
し
て
佃
島
か
ら
先
の
砂
州
が
埋

め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
４
年

後
、
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
に

佃
島
東
側
の
地
先
に
築
か
れ
た
新

佃
島
は
、
東
京
湾
を
臨
む
閑
静
な

立
地
か
ら
別
荘
地
と
し
て
利
用
さ

れ
、
遠
く
房
総
を
見
渡
せ
る
景
勝

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
こ
の
新
佃
島
の
完
成
で
佃
島
と

月
島
の
間
に
佃
川
が
存
在
し
、
大

川
（
隅
田
川
）
と
朝
潮
運
河
が
結

ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
航
空
写
真
を
見
て
み
る
と
、

昭
和
30
年
代
の
佃
月
島
に
は
小
さ
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で
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。
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と
同
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ら
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の
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で
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カ
モ
の
中
で
は
大
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に
属
し
ま
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。
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に
い
る
間
に
ペ
ア
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め
、
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て
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を
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そ
う
で
す
。
雑
食
で
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が
、
植
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。
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藻
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。
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の
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川
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に
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が
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い
ま
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。
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在
の
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で
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。
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の
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に
は
、
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、
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田
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）

や
浦
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面
か
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の
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の
運
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の
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に
使
わ
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て
い
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そ
う
で
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。
ま
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の
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が
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。
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も
の
で
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、
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新
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西
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と
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は
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。
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が
新
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で
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は
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が
続
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ま
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。
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（
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が
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喫
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が
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い
平
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）
も
あ
り
、
こ
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で
は
佃
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が
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の
海
運

に
利
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さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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造
船
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や
月
島

機
械
の
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、

隅
田
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や
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川

沿
い
に
は
大
き
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倉
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や
工
場

が
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。

朝
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運
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は
貯

木
場
と
し
て
利
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ま
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。
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小
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は
現
在
の

場
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で
は
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く
、

西
仲
通
り
の
入
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、
月
島
一
丁
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に
見
て
取
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ま
す
。
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の
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は
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。
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の
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の
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に
は
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が
最
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。
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が
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の
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も
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こ
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さ

れ
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電
の
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に
よ
り
鉄
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で
あ
っ
た
よ
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で
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。
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の
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、
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の
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に
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あ
り
、
も
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じ
ゃ
や
焼
き

そ
ば
、
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米

パ
ン
な
ど
を
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し
て
い

ま
す
。
月
島

方
面
は
大
き

な
煙
突
や
倉

庫
街
が
見
え

て
い
ま
す
。

佃
大
橋
の
架
橋
と
佃
川
の
埋
立

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
完
成
し
た
佃
大

橋
建
設
に
伴
っ
て
佃
川
は
、
最
初
に

初
見
橋
ま
で
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
佃
大
橋
と
朝
潮
大
橋
を
結

ぶ
高
架
道
路

が
走
る
こ
と

で
佃
川
は
な

く
無
く
な
り

ま
し
た
。
初

見
橋
は
交
差

点
名
で
、
新

月
橋
（
し
ん

げ
つ
ば
し
）
は
陸
橋
名
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
が
、
佃
川
が
あ
っ
た
こ
と
、

佃
橋
が
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こ
と
は
地
域
の
方
に

も
忘
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す
。
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。
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の
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40
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ら
！
」
そ
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で
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。
も
う
60

年
近
く
前
の
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に
な

る
ん
で
す
ね
。

そ
こ
で
提
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で
す

が
、
陸
橋
下
の
南
北

の
通
り
を
「
佃
川
通

り
」
と
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な
で
呼
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か
！
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！
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が
、
陸
橋
下
の
南
北

の
通
り
を
「
佃
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通

り
」
と
み
ん
な
で
呼

び
ま
せ
ん
か
！
佃
川

の
名
前
は
残
す
！

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳

（
中
央
）
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
作
品
で

す
。
一
言
寸
評
は

読
者
野
原
さ
ん
で
す
。
10
月
の
お

題
は
「
通
院
」

ポ
イ
ン
ト
を

付
け
て
ほ
し
い

通
院
日

み
さ
緒

ほ
ん
と
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
通
院
へ
の

足
取
り
と
気
持
ち
は
軽
や
か
に
な

る
か
な
あ
。

今
日
ど
っ
ち

予
約
の

文
字
に
妻
の
声

迷
子

年
と
と
も
に
診
療
科
目
が
う
な
ぎ

上
り
に
増
え
、
大
き
な
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の
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に
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て
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お
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に
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れ
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や
紙
工

作
な
ど
ご
入

居
者
の
趣
向

に
あ
っ
た
趣
味
を
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ホ
・
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ン
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強
会
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第
３
木
曜
日
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時
半

～
14
時

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー

ム

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催

中
。
ご
参
加
に
は
ご
予
約
が

必
要
で
す
。
「
初
め
て
の
ス
マ

ホ
」
「L

I
N
E

を
使
い
こ
な
す
」

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
い
」

「
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
替
え
た
い
」

な
ど
初
心
者
の
方
に
合
わ
せ

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強

し
て
い
ま
す
。
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つ
く
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き
新
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配
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
在
、
10
人
の
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

９
５
０
０
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

管
理
組
合
や
自
治
会
の
皆
様
、
ま

た
読
者
の
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
配
布
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
月
、
月
末
の
週
に
取
り
ま
と
め

を
い
た
だ
け
る
方
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
の
で
、
一
週
間
程
で
個
別
配
布

を
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月
島
ホ
ー
ム
ズ
、
月
島
リ
バ
ー
ハ

ウ
ス
、
ク
レ
ス
ト
フ
ォ
ル
ム
月
島
サ

ウ
ス
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
な
ど

商
店
や
飲
食
店
の
皆

様
へ
、
店
頭
に
新
聞
を

配
置
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？

つ
く
つ
き
新
聞
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
在
、
10
人
の
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

９
５
０
０
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

管
理
組
合
や
自
治
会
の
皆
様
、
ま

た
読
者
の
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
配
布
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
月
、
月
末
の
週
に
取
り
ま
と
め

を
い
た
だ
け
る
方
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
の
で
、
一
週
間
程
で
個
別
配
布

を
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月
島
ホ
ー
ム
ズ
、
月
島
リ
バ
ー
ハ

ウ
ス
、
ク
レ
ス
ト
フ
ォ
ル
ム
月
島
サ

ウ
ス
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
な
ど

商
店
や
飲
食
店
の
皆

様
へ
、
店
頭
に
新
聞
を

配
置
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？

京橋図書館蔵京橋図書館蔵

京橋図書館蔵京橋図書館蔵


